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研究成果の概要（和文）：本研究は、急速に進行している国際化を積極的に活用して地域に「多様性」をもたら
し、まちづくりの更なる成果向上を図るために、国際化と連動するまちづくり手法を開発した。まちづくりの基
本情報となる、外国人居住地区及び外国人観光客急増地区の市街地状況・景観状況の把握をし、外国人居住者と
協働するまちづくり手法を開発し、国際的に注目度が高い東京湾岸地域における公共空間整備に関するまちづく
りの実践的研究について国際的な議論を促進した。

研究成果の概要（英文）：This study developed community design methods linked to globalization in 
order to actively utilize the rapid progress of globalization to bring "diversity" to the region and
 further improve community design. As a result, this study as basic information for community 
design. 1) clarified the urban and landscape conditions in foreign residential areas and areas with 
a rapid increase in the number of foreign tourists. 2) developed a community design method for 
working with foreign residents. 3) facilitated international discussion on practical research on 
urban development regarding public space development in the Tokyo Bay area where has been the focus 
of much international attention.

研究分野： 都市計画、まちづくり、地域デザイン

キーワード： 国際化　まちづくり　ワークショップ　外国人居住者　インバウンド　公共空間活用　多様性　東京湾
岸地域

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
すでに我が国においては定着しているまちづくりとその手法に、国際化を利用することで「多様性」をもたら
し、更なる成果をもたらす手法へとバージョンアップすると共に、まちづくりの手法を積極的に海外へ発信し、
国際的な連携活動や共同研究へと発展させた。
また開発した手法を用いて、外国人や市民、専門家と協働しながら、実際に東京湾岸地域においてまちづくりを
実行し、地域のまちづくりの向上に貢献することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 国際化は、アジア地域の経済成長、インターネットの普及、国際的ビジネスの進展などによっ
て、近年急速に進んでいる。日本から海外への進出する企業やＮＧＯ活動、大学生などの留学も
増加しているが、海外から我が国を訪問する外国人観光客が急増している。外国人観光客を取り
込み、地域を経済的に活性するための様々な取り組みは、まちづくり活動の一つである。更に、
東京都心部などの企業や大学などが立地する地域では、ビジネスや留学などで居住する外国人
が急増している。これら外国人居住者は、自らのコミュニティ形成、国際交流活動・地域活動へ
の参画、ＮＰＯ活動へ参画するようになってきている。外国人居住者が、まちづくり活動に及ぼ
す影響を把握する必要性が高まっていると共に、外国人居住者を取り込み、連携するまちづくり
の手法を開発することも社会的に強く求められている。 
 一方で、まちづくりは 1980 年代から日本各地で取り組まれるようになっており、地域資源を
活用していくことで多くの成果を挙げている。地区レベルの身近な生活圏を改善していこうと
する取り組みは、町内会や自治会、商店会といった既存の地域組織に加えて、専門家やＮＰＯ、
大学、民間企業も一緒になって、まちづくり協議会といった組織を設立して活動している。しか
し都心部では、既存のコミュニティが再開発などによって弱体化し、また若年層の参加が少ない
といったことで高齢化が進んでいる。一定の成果は挙げているものの、歴史的建築物などの保
全・活用や景観の保全と形成、地域文化の継承といった課題には十分に対処できていない。まち
づくりおいても、様々な意見を取り込んだ「多様性」が求められていると言えよう。そこで新た
なコミュニティメンバーとなりえる外国人居住者をまちづくり活動へ巻き込むことによって、
これらの課題に対処できることが期待されている。日本での外国人居住者は、高学歴者が多く、
また特殊な技能を有する人物が多いと考えられ、かつ社会活動にも積極的である可能性が高い
と思われる。具体的には、外国人居住者をまちづくり活動に巻き込むための手法、また外国人居
住者と協働するための手法、国際的に情報発信して広く連携してくための手法を開発すること
が強く求められている。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、急速に進行している国際化を積極的に活用して地域に「多様性」をもたらし、まち
づくりの更なる成果向上を図るために、国際化と連動するまちづくり手法を開発しようとす
るものである。具体的には、以下の３点を目的とする。 
(1)外国人居住者をまちづくり活動に取り込む手法の開発 
まずは自治体やＮＰＯの協力を得ながら、中央区、江東区といった東京湾岸地域の外国人居住

状況を把握する。次に、外国人居住者とコンタクトをとる手法を、地域での交流機会の創出とイ
ンターネット上の交流機会創出によって、ＮＰＯやまちづくり協議会などと連携して社会実験
を実施しながら開発し整理する。交流機会創出のための言語は、英語、中国語、日本語などを用
いる。 
 
(2)外国人居住者と協働する手法の開発 
まちづくりの手法として開発されている「まちづくりデザインゲーム」を基盤として、まち歩

き、情報地図づくり、生活シーンイメージづくり、目標イメージづくり、目標空間イメージづく
り、社会実験といった手法を、外国人が参画できる手法へとカスタマイズする。まずは、まちづ
くりデザインゲームの理論や方法論、基本的な手法を英訳する。それをもとに実際に外国人居住
者と共にまちづくり活動を実践していくことで、多様化をもたらしつつも協働を可能にする手
法を完成させる。 
 
(3)まちづくり活動と手法を国際的に情報発信し連携の輪を広げる手法の開発 
すでに信頼関係を構築している海外の研究者らと意見交換しつつ、インターネットを用いて、

実際の国際化と連動するまちづくりプロジェクトと手法について情報発信し、効果的にまちづ
くりの連携を広げる手法を実践的に開発する。 
 
３．研究の方法 
(1)外国人居住地区及び外国人観光客急増地区の市街地状況・景観の把握 
 外国人居住者をまちづくり活動に取り込む手法を開発するための基礎的知見を得るために、
東京 23 区を対象として、外国人居住者や外国人観光客が多い地区を抽出し、それらの地区の市
街地状況と景観形成の状況について明らかにする。 
 
(2)外国人居住者と協働するまちづくり手法の開発 
 すでに開発済みである「まちづくりデザインゲーム」をベースとして、中央区月島に 2013 年
から開設している「月島長屋学校」を拠点として、実際に外国人と共にまちづくり活動を実践し
ていくことで、多様化をもたらしつつも協働を可能にするまちづくり手法を完成させる。 



 
(3)まちづくり手法を国際的に情報発信し連携の輪を広げる手法の開発 
 特に国際的な注目が高まっている東京オリンピック・パラリンピック 2020 大会と、コロナ禍
の発生による公共空間の活用気運の高まり、の２つをテーマとする研究活動の成果を情報発信
して、まちづくり手法に関する国際的な議論の活性化を試みる。 
 
４．研究成果 
(1)外国人居住地区及び外国人観光客急増地区の市街地状況・景観の把握 
①外国人居住者が多い地区の市街地状況 
 総務省統計局の国勢調査データを元にして、外国人
居住者の多い地区を町毎に地図にプロットすること
で、外国人居住者が多い 7つの「外国人居住エリア」
を明らかにした（図１）。「新宿副都心エリア」「池袋
副都心エリア」「赤羽低地エリア」「北部低地エリア」
「東部低地エリア」「湾岸エリア」「都心エリア」であ
る。港区を中心とする「都心エリア」を除いて、山手
線沿いや 23 区縁辺部に存在する。 
 池袋副都心エリアでは、池袋、北大塚、東池袋、髙
田、南大塚、西池袋、上池袋、池袋本町、巣鴨におけ
る外国人居住者が多く、全人口の 1割を超えている。
日本語学校に通う若い単身者が多く、低層高密の市街
地の中で、小規模集合住宅に居住していると考えられ
る。池袋西口では、中層の雑居ビルの中に中国系飲食
店が入り、リトルチャイナ的状況が形成されている。 
 東部低地エリアでは、大島、亀戸、清新町、小松川、
西小岩、西葛西、平井、中葛西、船堀における外国人
居住者が多い。インド人の居住割合が高い西葛西周辺
では、リトルインディアと呼ばれる外国食材店が多
い。市街地状況は低層高密で、大規模な UR 集合住宅団地や都営集合住宅団地が比較的多い。特
に集合住宅地区で外国人居住者が多い。家族で居住する外国人が多いと考えられる。 
 以上のように、外国人居住者は自己の生活の利便性がよく、比較的賃貸料が安い低層密集市街
地や公営集合住宅団地に多いことを明らかにした。 
②外国人観光客急増地区における景観形成の動向 
 外国人観光客の増加が著しい台東区浅草地区を対象として、Web 調査やヒアリング調査、現地
調査を通じて、商業系建物の外観デザインから景観要素を明らかにした。 
 まず「景観まちづくり協定地区」では、ファサード修景や統一看板を設置することで、「和風」
「江戸風」の整備が行われている。協定地区以外では、街路灯整備や街路舗装整備を行い、「和
風」の整備が行われている。 
 2011 年から新規開業・改装した商業系建物は 150 件存在する。内、店舗が入れ替わり、リノ
ベーションされた新規店舗が 86％に達している。地区外から参入した事業者が大部分をしめて
おり、１階部分のみの改装が７割を占める。外観デザインでは、「和風型」「簡易和風型」が７割
以上を占めており、格子や装飾看板、のれんが多く使用され、素材としては木材が多く用いられ
ていることを明らかにした（図２）。 
 以上のことから、低層高密な市街地や公営集合住宅団地は、外国人居住者が増加する傾向があ

図１ 外国人居住エリア 

図２ 商業系建物の外観デザイン 



ることから、「多様性」をもたらすまちづくりが行われる可能性が高いこと、また景観形成が積
極的に行われている外国人観光客急増地区では、建物の１階部分のファサードを和風へと改装
する外観デザインが増加していることを明らかにした。 
 
(2)外国人居住者と協働するまちづくり手法の開発 
中央区月島に 2013 年から開設している

まちづくり活動拠点「月島長屋学校」では、
外国人留学生や海外からの研究者・学生の
見学を受け入れている。そのような下地を
踏まえて、外国人が参加する一連のまちづ
くりイベントと、まちの見どころ発見・多
言語化ワークショップを実験的に開催し、
その効果を確認した。 
①外国人が参加する一連のまちづくりイ
ベントの開発 
一連のまちづくりイベントは、まず「Sense 
of Places game」を開催し、そこで参加する
外国人は地区の歴史や文化の概略を理解
する。それを踏まえて次に、「Photo Contest」を開催し、地区の特徴が見て取れる風景を写真とタ
イトル、説明文で構成するポスターで表現する。最後に、作成されたポスターを月島長屋学校の
外壁に展示する「Photo Exhibition」を開催して、外国人と地元住民との地区に対する見方の違い
などについて意見交換を行う（図３）。 
 Sense of Places game には、30 名の外国人が参加した。ゲーム後に行ったアンケート調査の結
果、参加者全員が楽しみながら、地区の歴史や文化を知ることができたことが分かった。 
 Photo Contest には、22 名の外国人が参加し、64 枚のポスターが制作された。参加者は地区の
特徴が見て取れる風景を数多く集めることができた。 
 Photo Exhibition では、64 枚のポスターから 18 枚のポスターを選出し、月島長屋学校の外壁に
展示した。外国人と道行く地元住民との意見交換が行われ、また地元住民のポスターに対する評
価を確認することができた。 
 以上のことから、一連のまちづくりイベントは、外国人が実際のまちづくり活動に参加するこ
とができる手法であると言える。 
②まちの見どころ発見・多言語化ワークショップ手法の開発 
 様々な国籍の外国人が参加するワークショップ手法を開発するために、芝浦工業大学の留学
生を対象として実験的に「まちの見どころ発見・多言語化ワークショップ」を開催した。 
まず、日本人学生と住民、留学生が協働する「台紙」「位置マークシート」「人物イラストシー

ル」「吹き出しシール」から成るワークショップツールを用いる手法の内容を示した（図４）。 
 留学生は、12 カ国の国籍にわたる計 28 名が参加し、英語による日本人学生と住民との協働に
より、19 枚の「まちの見どころシート」を作成することができた。 
 全ての留学生がワークショップに満足し、またほぼ全員が作成した「まちの見どころシート」
について満足した。最終的に、英語、中国語、タイ語、マレー語、ポルトガル語、日本語の 6 カ
国語に翻訳された最終成果物が完成した。 
 さらに最終成果物をインターネットで発信し、閲覧者へのアンケート調査を行った。結果とし
て、閲覧した外国人と日本人のほぼ全員が「まちの見どころシート」の内容に満足し、このワー
クショップ手法が、対象地区における国際的なまちづくり活動に役立つと評価した。 

図３ 一連のまちづくりイベント 

図４ まちの見どころ発見・多言語化ワークショップ 



開発した手法は、地区の状況、月島長屋学校の
ようなまちづくり活動拠点の有無、また日本人学
生と住民の英語力や意気込みといった条件によ
って成否や結果の質が左右されるが、一定の成果
を得られる手法として参照できるものであり、有
用性のある外国人と日本人が協働するまちづく
り手法を開発できたと言える。 
 
(3)まちづくり手法を国際的に情報発信し連携の
輪を広げる手法の開発 
 国際的な注目度が高い東京湾岸地域における
公共空間整備に関するまちづくりの実践的研究
について情報発信を行った。 
① 東京オリンピック・パラリンピック 2020 大

会による東京湾岸地域の公共空間 
 オリンピック・パラリンピック競技会場が整備
される海上公園には、「人口の多いエリア」「商業
施設の多いエリア」「公共交通の利便性の良いエ
リア」「大規模イベント施設が多いエリア」など
がある（図５）。 
 人口が多いエリアでは、人口が急増しており今
後も再開発が予定されており更に人口が増加す
るエリアがある。商業施設が多いエリアは、来訪
者の増加が予想されている。公共交通の利便性の
良いエリアは、オリンピック・パラリンピックを
契機として、来訪者が増加すると予想される。以
上のことから、海上公園の利用者が増加する可能性が高いことを明らかにした。 
② 設置管理許可制度を用いたパークマネジメント 
多くのボランティア団体が施設運営を行っている江東区木場公園に 2020 年に整備されたパー

クマネジメント施設「Park Community KIBACO」（図６）を対象として以下のことを明らかにし
た。 
多様な施設整備が整備され、かつボランティア団体が施設を運営している実績があることから、

設置管理許可制度を用いた新たな取り組みとして、カフェやマルシェなどを併設する KIBACO
は整備され、民間企業が運営している。 

KIBACO は、イベントの開催や防災活動で、ボランティア団体といった施設運営団体と連携し
ている。 
隣接する施設の利用者が増えると KIBACO 利用者も増加する。各施設と KIBACO は、相互に

利用を促進し合っている。施設だけではなく、公園内のベンチなどの休憩スペースの利用も、
KIBACO や各施設の利用者増加にともなって促進されている。 
以上明らかにしたような公共空間の活用に関するまちづくり手法は、コロナ禍によって益々注

目されていることから、国際会議で発表し、国際的な議論を促進した。 

図５ オリンピック・パラリンピック競技会場エリア 

図６ Park Community KIBACO 
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